
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新規採用栄養教諭用 

埼玉県マスコット「コバトン」 



 



はじめに 

 

                         埼玉県立総合教育センター所長  

 

 食は人間が生きていく上での基本的な営みの一つです。しかし、近年、社会環境の変化

などに伴い、偏った栄養摂取や不規則な食事などの食生活の乱れ、肥満や過度の痩身など

子供に食生活や健康に関する懸念事項が見られるとともに、増加しつつある生活習慣病も

食生活との関係が指摘されるなど、望ましい食習慣の形成は、国民的課題となっています。 

 このような中、国は平成２８年３月に「第３次食育推進基本計画」を策定し、学校にお

いて、学習指導要領に示された食育の推進を踏まえ、給食の時間、家庭科や体育をはじめ

とする各教科、総合的な学習の時間等、学校教育活動全体を通じて食育を組織的・計画的

に推進することを求めています。 

 また、「学校給食法」には、「学校における食育の推進」が明確に位置付けられ、学校

給食の目標を「食育」の観点から見直すとともに、食に関する全体計画の作成や、栄養教

諭等による学校給食を活用した食に関する指導の推進などが定められています。 

 そして、埼玉県では、第３期埼玉県教育振興基本計画の基本目標の一つ「健やかな体の

育成」の中で、学校・家庭・地域との連携や食育推進者の指導力を向上させる研修の充実

により、児童生徒に望ましい食習慣を身に付けさせ、食に対する理解・関心を高めるため

に食育の推進を掲げ、令和元年度から５か年計画で、食に関する指導の推進をしています。 

 学校給食には、心身の成長期にある子供たちに対して、生涯にわたって健康で豊かな生

活を送るための望ましい食習慣や、好ましい人間関係についての理解や態度を培っていく

という大きな役割と意義があります。その役割を充分に果たすには、学校給食に携わる皆

さんが、常に研究と修養に努め、自らの資質と能力を向上させることが不可欠です。 

 栄養教諭や学校栄養職員の皆さんは、ライフステージに応じ、「新規採用栄養教諭等研

修」、「栄養教諭等５年経験者研修」、「中堅栄養教諭等資質向上研修」、「栄養教諭等

２０年経験者研修」を受講することになります。 

 各研修は、現職研修の一環として、それぞれの経験に応じ、食や食育に関わる専門職と

しての実践的指導力及び使命感を養い、幅広い知見を得ることを目的に実施しています。

それぞれ積極的かつ主体的に研修に取り組んでください。皆さんが食の専門家、食育の推

進者として自己研鑽に努め、日常の業務を確実に遂行し、本県教育の更なる充実、発展に

寄与することを期待しています。 
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Ⅰ 新規採用栄養教諭等研修の概要 
  （新規採用栄養教諭） 
 

１ 目  的  

  新規採用栄養教諭等研修は、専門職としての実践的指導力及び使命感を養い、幅広い

知見を習得させることを目的とし、新規に採用された栄養教諭等(学校栄養職員を含む）

を対象に現職研修の一環として実施する。  

    

２ 所  管 

 (1) 教育局県立学校部保健体育課が所管する事務 

   ア 新規採用栄養教諭等研修に係る総括的な事務 

  イ 受講者の勤務場所において、研修指導者の指導及び助言によって、勤務時間内に 

   実施される研修（ 以下「校所研修」という）に関すること 

 (2) 県立総合教育センターが所管する事務 

    県立総合教育センター等で実施する研修(以下「機関研修」という）に関すること 

 

３ 期  間 

   １年間とする。 

 

４ 対  象 

  新規採用栄養教諭等研修の対象となる者は、次に掲げる者のうち、職務経験が１年を

超えない者とする。 

 (1) 栄養教諭 

   県立及び市（指定都市及び中核市を除く。以下同じ。）町村立の小学校、中学校、

義務教育学校、特別支援学校及び共同調理場の県費負担栄養教諭として発令されて

いる者 

 (2) 学校栄養職員等（栄養教諭を除く。） 

ア 市町村立の小学校、中学校、義務教育学校及び共同調理場の県費負担学校栄養職

員等（栄養教諭を除く。） 

イ 学校給食を実施する県立学校の学校栄養職員等（栄養教諭を除く。） 

ウ 市町村立の幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校、

学校給食共同調理場及び教育委員会事務局に勤務する市町村費負担学校栄養職員等

のうち市町村教育委員会が推薦する者 

エ 学校給食組合に勤務する学校栄養職員等のうち、当該学校給食組合が推薦する者 

 

５ 内  容 

 (1) 校所研修  

   ア 校所研修は、１日３時間程度、年間１５日程度実施する。 
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    イ 校所研修は、校長及び共同調理場長が作成する校所研修計画に基づいて、実施す

る。 

 (2) 機関研修 

   ア 機関研修は、研修期間中１４日実施する。 

  イ 機関研修の内訳は次のとおりとする。 

    (ｱ) 教育センター研修 １０日 

     (ｲ) 施設体験研修    ４日 

   ウ 機関研修は、県教育委員会が作成する研修計画に基づいて、実施する。 

 

６ 講師及び指導助言者 

 (1) 学識経験者  

 (2) 県内公立学校の校長、教頭、教諭及び栄養教諭等 

 (3) 学校給食共同調理場長、職員等 

 (4) 県保健医療部・県教育局職員等 

 

７ そ の 他      

 (1) 持ち物  

  ア 新規採用栄養教諭等研修の手引き（新規採用栄養教諭用） 

  イ 令和２年度版「教師となって第一歩」 

  ウ 「日本食品標準成分表２０１５年版（七訂）」 

  エ 印章・筆記用具・電卓・上履き 

  オ 施設体験研修の時は、白衣・靴・マスク・帽子 

  カ 調理場等見学の時は、上記オに加え、保菌検査の写し 

  キ 江南支所での研修では、農場体験をするので、それに適した服装 

 (2) 旅 費 

   この研修の旅費は、県費負担栄養教諭のうち、県立学校においては、保健体育課か

ら当該学校に令達される予算とし、市町村立学校においては、保健体育課から各教育

事務所に令達される予算とする。 

   なお、市町村費負担学校栄養職員等については、当該市町村が負担するものとする。 

 (3) 研修全般及び校所研修についての問い合わせ先 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課 学校給食担当 

  〒330－9301 さいたま市浦和区高砂３丁目１５番１号 

  ＴＥＬ 048－830－6968（直通）   ＦＡＸ 048－830－4971 

 (4) 機関研修についての問い合わせ先 

埼玉県立総合教育センター   教職員研修担当 栄養教諭等研修担当 

  〒361－0021 行田市富士見町２－２４ 

  ＴＥＬ 048－556－3419（直通）   ＦＡＸ 048－556－3396 

                                                                                 



Ⅱ 新規採用栄養教諭等研修｢機関研修｣実施計画
（新規採用栄養教諭）

13:00～ 13:20 受　付

13:20～ 13:30 諸連絡

４月３日(金) 13:30～ 13:55 開講式 ★

講 演 14:00～ 14:50 初任者の心構え ★

「今、教師に求められているもの」

14:50～ 15:05 移動等

高,特,養と合同 15:05～ 16:15 ガイダンス ★

16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付・諸連絡

講 義  9:15～ 10:30 学校における人権教育 ★

４月１６日(木) 発 表 10:30～ 10:50 新規採用学校栄養職員等研修に参加し
て

★

講 義 11:00～ 12:00 学校給食行政の仕組みと学校の組織運
営

K1

講 義 13:00～ 15:00 学校給食関係法規・食事摂取基準の理
解・学校給食衛生管理の基礎

D1,L1

講 義 15:10～ 16:20 教育公務員としての服務規律 ★

16:20～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付・ 諸連絡

講 義  9:15～ 10:30 カウンセリングの基礎 H1,I1

５月８日(金) （相談に関する基本的技法）

演 習 10:45～ 12:00 カウンセリングの実際 H1,I1

（個別指導での必要な資質の習得）

講 義 13:00～ 14:30 学校給食の献立作成 D1

講 義 14:45～ 16:15 食中毒菌等に関する理解 D1

16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付

 9:15～  9:30 開会行事・諸連絡

５月２８日(木) 講 義  9:30～ 10:15 埼玉県学校給食会の概要と役割 J1

（公　財）
協 議 10:30～ 12:00 献立作成の基本 D1

見 学 13:00～ 13:30 施設見学 D1,L1

講義・演習 13:45～ 15:15 関係帳簿の作成の実際 D1

（北本市） 見 学 15:30～ 16:15 学校給食歴史館の見学 J1

16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

第
　
一
　
日

日
研修
形態

第
　
四
　
日

第
　
三
　
日

第
　
二
　
日

期　    日
会　　　場

埼玉県
学校給食会

総合教育
センター

総合教育
センター

研　修　内　容　等 指標

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅰ

施
設
体
験
研
修
Ⅰ

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅱ

時　間

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅲ

分
類

さいたま市文化
センター
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 9:00～  9:15 受付・諸連絡

講 義  9:15～ 10:15 特別支援教育のねらい・内容 G1

６月２日(火) 講 義 10:25～ 11:55 特別支援学校の食に関する指導の実際
と教材としての献立のねらい

A1,C1

講 義 12:55～ 13:55 特別活動のねらい・内容 A1

講 義 14:05～ 15:05 家庭科のねらい・内容 A1

講 義 15:15～ 16:15 保健教育のねらい・内容 C1

16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～　9:15 受付

 9:15～  9:30 開会行事・諸連絡

７月３日(金) 講 義  9:30～ 10:30 学校概要・自校の給食の取組 K1

見 学 10:45～ 11:30 施設見学・給食経営の見学 D1,L1

参 観 11:45～ 12:30 授業参観 A1,C1

（食に関する指導の実際）

参 観 12:40～ 13:10 給食指導参観 A1,C1

協 議 14:10～ 16:15 研究協議

未定 ①調理場の衛生管理の実際 D1,L1

②食に関する指導の実際 C1

③食に関する指導の全体計画 D1

16:15～ 16:30 閉会行事・振り返り記入・諸連絡

 9:30～　9:45 受付・諸連絡

講 義  9:45～ 10:15 ベテランの技を受け継ぐ B1,C1

７月２７日(月) 講 義 10:30～ 11:30 生徒指導・教育相談の考え方・進め方 H1,I1

説明等 11:30～ 11:50 ガイダンス ★

講 義 12:50～ 13:40 発達障害のある児童生徒の理解と支援 G1

講 義 14:00～ 15:00 不登校の理解と対応 G1,H1,I1

(小・中合同) 講 義 15:20～ 16:20 学校カウンセリング概論・ソーシャル
スキル概論

H1,I1

16:20～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

第
　
五
　
日

第
　
六
　
日

総合教育
センター

埼玉会館

日

自校給食
実施校

第
　
七
　
日

期　    日
会　　　場

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅴ

時　間
研修
形態

研　修　内　容　等
分
類

施
設
体
験
研
修
Ⅱ

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅳ

指標
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研修

形態

 9:00～  9:15 受付

 9:15～  9:30 開会行事・諸連絡

７月３０日(木) 講 義  9:30～ 10:15 食農教育について C1

実 習 10:30～ 12:00 野菜の栽培・管理 C1

（害虫に関することを含む）

実 習 13:00～ 14:30 家畜の飼育・管理 C1

講 義 14:45～ 16:00 ビデオ視聴 C1

「生命に学ぶわくわく飼育体験」

江南支所 協 議 16:00～ 16:15 試食会についての確認作業 D1

16:15～ 16:30 閉会行事・振り返り記入・諸連絡

 9:15～  9:30 受付

８月３日(月） 講義・演習  9:30～ 10:20 グループエンカウンター H1,I1

講義・演習 10:35～ 12:00 面接演習Ⅰ H1,I1

未　定 講義・演習 13:00～ 16:20 面接演習Ⅱ H1,I1

小・中と合同 16:20～ 16:30 諸連絡

 9:15～  9:30 受付

８月６日(木) 講義・演習  9:30～ 10:20 ソーシャルスキル・トレーニング H1,I1

講義・演習 10:35～ 12:00 面接演習Ⅲ H1,I1,J1

未　定 講義・演習 13:00～ 16:20 事例研究（Ａ方式） H1,I1

小・中と合同 16:20～ 16:30 諸連絡

期　    日
会　　　場

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅵ

第
　
八
　
日

日

第
　
十
　
日

第
　
九
　
日

総合教育
センター

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅶ

時　間
分
類

研　修　内　容　等

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅷ

指標
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 9:00～  9:15 受付・諸連絡

８月１８日(火) 講 義  9:15～ 12:00 食文化と学校教育 C1,J1

講義・協議 13:00～ 14:00 食物アレルギーに関する対応 B1,D1,L1

総合教育
センター

講義・協議 14:15～ 16:15 衛生管理基準に基づいた評価と改善 D1,L1

５年,中堅研と合同 16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付・諸連絡

８月２５日(火) 実 習  9:15～ 12:00 学校給食の献立作成と調理の実際・試
食会

D1

（公　財）
講 義 13:00～ 14:00 学校給食の教材としての活用方法 A1,C1

講 義 14:10～ 15:10 学習指導案の作成 A1,C1

講 義 15:20～ 16:15 栄養管理報告書の作成 D1

（北本市） 16:15～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付

 9:15～  9:30 開会行事・諸連絡

１０月９日(金) 講 義  9:30～  9:45 共同調理場の概要と運営 D1,L1

見 学 10:00～ 11:00 共同調理場の施設設備の見学
(衛生管理面を含む)

D1,L1

講 義 13:00～ 14:15 家庭・地域との連携・協力の方法と実
際

C1,J1

協 議 14:30～ 16:15 食に関する指導の体制づくりのための
工夫の実際

K1

（ふじみ野市） 16:15～ 16:30 閉会行事・振り返り記入・諸連絡

 9:00～  9:15 受付・諸連絡

１２月２日(水) 講 義  9:15～ 10:30 児童生徒の理解の必要性と考え方 A1,C1

講 義 10:45～ 12:00 個別指導、個別相談の体制づくりと実
際

B1,G1

協 議
講 義

13:00～ 15:30 食育の推進にあたって C1

15:45～ 16:00 閉講式 ★

16:10～ 16:30 振り返り記入・諸連絡

講 義

埼玉県
学校給食会

第
　
十
四
　
日

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅹ

施
設
体
験
研
修
Ⅳ

期　    日
会　　　場

第
　
十
一
　
日

第
　
十
三
　
日

第
　
十
二
　
日

日

11:10～ 12:00 共同調理場の運営と献立のねらいにつ
いて

分
類

研修内容等時　 間

教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
Ⅸ

研修形
態

施
設
体
験
研
修
Ⅲ

指標

総合教育
センター

ふじみ野市
なの花学校給食

センター

C1,D1
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- 7 - 

Ⅲ 研究協議レポート等の作成・提出について  

 

１ レポート協議題一覧 

番号 日 程 研究協議・演習題 内   容 締 切 

１ 
5／28 

（木） 

演習題 

「献立作成の基本」 
（様式１を参照） 

5／8 

（金） 

持参 

２ 
8／25 

（火） 

講義「学習指導案の

作成」 

【7月31日(金)までに

サイトにアップする】 

■学習指導案の作成 

  当該校の年間指導計画に基づき、食に 

 関する指導の学習指導案を作成する。  

8／25 

(火) 

持参 

３ 
10／9 

（金） 

研究協議題 

食に関する指導の

体制づくりのため

の工夫の実際 

 

＜単独校勤務者＞ 

「学校内の連携」 

＜共同調理場勤務者＞ 

「訪問指導の 

    あり方」 

【8月28日(金)までに

サイトにアップする】 

■学校内の連携のあり方・計画について 

１ 学校内の連携状況 

２ 保護者・家庭・地域との連携状況 

３ 課題と今後の展望 

■訪問指導の実際と課題について 

１ 訪問指導の学校数、訪問回数及び指導 

 内容 

２ 調理場における管理運営の状況（会議 

 の種類、回数及び指導内容） 

３ 課題と今後の展望 

（様式２を参照） 

10／9 

（金） 

持参 

２ 様式等について 

 (1) レポート番号「１」 

   様式１のとおりとする。 

 (2) レポート番号「２」 

   様式は問わない（各学校の様式で作成）。 

 (3) レポート番号「３」  

   ア 様式２に準ずる。 

    （１行 40字、１ページ 40行、余白 2cm、文字の大きさ 10.5point以上）  

  イ 用紙サイズＡ４判、縦長・横書きとする。     

   ウ 枚数 １枚  ＊資料等がある場合は、別に添付する。    

    エ 内容ごとに、箇条書きや数値などで実態や問題点を簡潔に書く。 

 (4) その他 

   レポートに関する様式及び欠席等の届については、総合教育センターホームページ 

  からダウンロードすることができます。 

   ○トップページ＞教員研修＞R02年次研修手引き＞栄養教諭等 

３ 作成部数について   

  別途指示するが、研修受講者数＋提出用５部とする。 

４ 提出について 

 (1) 締切日（研修日）に持参し、指導者送付用・保存用に５部を提出する。 

 (2) 残部は、名簿番号順に綴じ込み、当該研修までに目を通し、持参する。 
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（様式１）＊Ａ４判（１行 40字、１㌻ 40行、余白 2cm、文字の大きさ 10.5point以上） 

 

 

       令和２年度新規採用栄養教諭等研修 研究協議レポート 

 

                     名簿番号             

                     所属校（所）名          

                     氏名               

 

演習題「献立作成の基本」 

 

  テーマ 「地域の恵みを給食に！」 

 

 ＜選択キーワード＞ 

   １ 地産地消の推進（地域の食材を用いて潤いのある給食を創造する） 

   ２ 食文化の継承（郷土愛を通じて地域の食文化を探る） 

   ３ 食農教育の推進（学校農園等で収穫された作物を給食に生かす） 

 

演 習 題 ※選択キーワードから一つを選択して記入する 

中心食材名  

献 立 作 成 

の ね ら い 

 

献 立 名 主 食  

牛 乳  

主 菜  

副 菜  

その他  

予 定 価 格 

（１人分） 

  

 

 

 

献立表（１日分） 

  一人当たりの消費量 一人当たりの平均摂取栄養量 備考 

献立名 使用食品名 （略） （略）  

 

（略）    

（略）    

（略）    
 

 

 ※ 献立表は、最新の「児童又は生徒一人一回当たりの学校給食摂取基準」に基づき、

勤務校（所）で採用している形式を利用して作成し、レポートに添付する。 

※ ７月３０日（木）江南支所の研修において、食材の購入を計画するので、市販品で

の対応（時季・品目・内容・価格等）にも十分に配慮しておくこと。           
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（様式２）＊Ａ４判（１行 40字、１㌻ 40行、余白 2cm、文字の大きさ 10.5point以上） 

 

 

       令和２年度新規採用栄養教諭等研修 研究協議レポート 

 

                     名簿番号             

                     所属校（所）名          

                     氏名               

 

研究協議題「学校内の連携」（例） 

 

１ 学校内の連携状況 

 (1) 校内の組織 

 (2) 連携の状況 

 (3) 

 

２ 保護者・家庭・地域との連携状況 

 

３ 課題と今後の展望 
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Ⅳ 指導案及び教材・教具の作成・提出について  

 

１ 食育の推進を図る学習指導案及び教材・教具の作成 

番号 日 程 研究協議・演習題 内   容 締 切 

１ 
12／2 

（水） 

研究協議題 

 

食育の推進にあた

って 

 

【11月2日(月)までに

サイトにアップする】 

■食育の推進を図る食に関する指導の指導

 案作成 

１ 食育の視点を項目に入れる。 

２ T1,T2の連携が分かるようにする。また

T1の教員とともに評価規準を作成し、評

価の観点がある場面には、努力を要する

と判断できる状況の児童生徒への指導の

手だてを具体的に明示する。 

■食に関する指導を効果的に進める教材・ 

 教具の作成 

１ 上記指導で活用した教材や教具を持ち

 寄る。 

２ 児童生徒への効果を発表する。 

 

12／2 

（水） 

持参 

 

２ 研究協議の進め方 

 (1) 学習指導案の様式等について  

   ア 余白 2cm、文字の大きさ 10.5point以上  

  イ 用紙サイズＡ４判、縦長・横書きとする。両面印刷。     

   ウ 枚数 ５枚以内  ＊資料等がある場合は、別に添付する。    

     

 (2) 授業で活用した教材・教具 

  ア 授業で使用した教材・教具を持ち寄り、効果について発表する。 

  イ 授業効果を検証する際に活用した、児童生徒のノート、ワークシート等、成果 

   がわかるものを持ち寄る。（持ち運びできる大きさのもの） 

 

 (3) グループ協議 

  ア １グループ３～５人のグループを作成する。 

  イ 授業の内容や、使用した教材・教具について１０分程度で説明する。 

  ウ 食育の推進を図る食に関する指導について協議する。 

  

３ 作成部数について   

  別途指示するが、研修受講者数＋提出用５部とする。 

 

 




